
ROS1 融合遺伝子陽性の若年発症肺腺癌の 1 例 
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【症例】20 代男性。主訴は心窩部不快、嘔気。前医で心嚢水貯留を指摘され、当院を受診。

【CT 所見】心嚢水、胸水、腹水が貯留し、肺野には小粒状影が多発し、小葉間隔壁肥厚を

認めた。【心嚢水細胞所見】核の大小不同、クロマチン増加を示す異型細胞を認めたが、患

者が若年者であったため反応性中皮と診断した。最終的にはセルブロックの免疫染色、遺伝

子検査より ROS1 融合遺伝子陽性の肺原発腺癌と診断した。 


